
４．「景観」と私たちの暮らし

１６



話し合ってみよう！

野焼き

自分たちのまちにある、景観と暮らしの関係を

さがしてみよう！

農村景観

昔から続く、 「景観」 と私たちの暮らしの関係の例を紹介します。

採草・放牧のため毎年春に野焼き

をすることで、美しい草原の景観

と古来の植生が守られてきまし

た。飯田高原の長者原に広がるタ

デ原湿原は、湿原を保護するため

の国際条約であるラムサール条約

に登録されています。

この地で一番古い井路（水路）は、

平安末期からずっと受けつがれ

てきたものです。遠くの川から

水田や棚田に水を引き、米づく

りをして暮らしてきた「農村景

観」が、国の「重要文化的景観」

に選定されました。

野焼き タデ原湿原

参道の石橋井路 （水路）水田

１７

ここのえまち はんだこうげん

はんだこうげん ちょうじゃばる

わらしつげん しつげん

ぶんごおおのし おがたまち

さんどうのいしばしいろ

たでわらしつげん

いろ

たなだ



まだまだあるよ！「景観」 と私たちの暮らしの関係まだまだあるよ！「景観」 と私たちの暮らしの関係

１８

自然の山
●草原の野焼き

春に枯草を焼くことで

新芽の成長を助けます。

スギやヒノキを木材として使用

するために植えています。

●人工林

湯治、観光、

地熱エネルギー等

●温泉

建物や家具に大分産の木材

を使用することで、林業を

応援できます。

●まち

森の栄養が川から流れてきて

豊かな海をつくっています。

●森と海

人の手が入った明るい雑木林。

昔は間伐した木を薪や炭にし

ていた。

●里山

古い建物や場所が残ってい

ることで、歴史や文化を受

けつぐ場となります。

●歴史・文化を受けつぐ

県内には加工しやすい

溶結凝灰岩が豊富なた

め、石橋や磨崖仏が

多く残っています。

●石の文化
食物の生産だけでなく、美し

い景観や、保水機能による防

災、生物の多様性など様々な

役割をになっています。

●田畑などの農地

ようけつぎょうかいがん

まがいぶつ

かんばつ まき

おうえん

おうえん

https://www.pref.oita.jp/uploaded/life/2179814_3623985_misc.pdf
https://www.env.go.jp/nature/onsen/spa/spa_utilizing/index.html
https://www.maff.go.jp/j/nousin/noukan/nougyo_kinou/attach/pdf/index-78.pdf


５．「景観」を守り、育てよう

１９

こうさくほうきち

かんきょう

あ



身近な 「景観」 に気づく

「景観」 を守り、 育てるために やってみよう！３つのステップ

ステップ

１

２０



話し合ってみよう！ 景観のためにできそうなことはあるかな？

「景観」 のためにできることをする。

ステップ

３

ステップ

２ お気に入りの「景観」を見つける。
話し合ってみよう！

みなさんには、どんな

お気に入りの景観があるかな？

２１

ちいき

おうえん ざっし


